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環境新聞オンライン

登録月の月末までは
無料で丸

◆

を
嘉集中ff ②プレミアム会員 :新間の瑠
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①お手持ちの電子端末に対応
環境新間の記事をお手持ちのス
いただけます。

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
瀬

戸
内
海
関
係
府
県
か
ら
２。
校

が
参
加
。
身
近
な
川
や
海
ま

た
は
里
山
の
生
態
系
調
査

や
、海
０
み
に
関
す
る
調
査
、

地
球
温
暖
化
対
策
ま
で
、
多

様
な
課
題
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
法

を
探
る
研
究
が
数
多
く
発
表

さ
れ
た
。

報
告
。
大
阪
府
立
水
都
国
際

高
校
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
か
ら
ア
ク
セ
サ

リ
ー
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
海
洋
汚
染
の
現

状
を
発
信
し
た
。

兵
庫
県
か
ら
は
最
多
８
校

が
参
加
。
尼
崎
小
田
高
校
は

Ｃ
０
２排
出
量
抑
制
に
向
け

て
生
０
み
を
効
率
よ
く
コ
ン

た
。
伊
丹
高
校
は
化
石
燃
料

に
代
わ
る
燃
料
を
求
め
て
、

米
麹
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
成
。
加

古
川
東
高
校
は
地
元
の
河
川

敷
で
見
ら
れ
る
約
８。
種
の
植

物
を
調
査
し
、御
影
高
校
は
、

地
元
六
甲
山
に
発
生
す
る
キ

ノ
コ
の
調
査
と
河
川
の
水
質

調
査
な
ど
か
ら
、
山
か
ら
海

に
流
れ
て
い
く
栄
養
塩
の
状

況
を
探
っ
て
「山
と
海
の
つ

な
が
り
」
に
発
展
さ
せ
た
。

神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校

は
、
県
内
の
条
件
が
異
な
る

３
つ
の
海
域
に
生
息
す
る
海

洋
微
生
物
を
観
察
し
生
物
多

様
性
に
つ
い
て
考
え
、
同
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
校
は
、
食

品
廃
棄
物
か
ら
環
境
配
慮
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
ろ
う

と
、
米
な
ど
か
ら
エ
タ
ノ
ー

ル
を
抽
出
し
て
効
率
性
を
調

べ
た
。
神
戸
山
手
女
子
高
校

は
、
「海
の
保
全
は
陸
か
ら
」

と
、
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
の
域

態
を
研
究
し
、
同
時
に
海
祥

歪
み
調
査
や
清
掃
、
里
山
の

整
備
活
動
を
行
つ
て
い
る
。

徳
島
県
立
の
阿
南
光
高
校

は
年
３
回
実
施
す
る
紀
伊
水

道
で
の
漂
着
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク

澄
み
調
査
を
発
表
し
、
城
南

高
校
は
魚
類
の
消
化
奮
内
に

存
在
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
香
川
県

で
は
県
立
坂
出
高
校
が
、
河

口
域
と
島
の
海
岸
で
行
う

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活

動
か
ら
漂
着
０
み
に
つ
い
て

考
察
。
県
立
多
度
津
高
校
で

は
、
海
離
れ
や
島
の
過
疎
化

を
止
め
答
つ
と
２。
笠
副
か
ら

海
や
島
の
写
真
を
撮
り
続

け
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
る

活
動
を
紹
介
。

大
分
県
立
海
洋
科
学
高
校

は
、
温
暖
化
に
よ
り
地
元
の

海
に
増
え
た
ブ
ダ
イ
が
、
藻

場
減
少
の
要
因
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「ブ
ダ
イ
を

美
味
し
く
食
べ
て
藻
場
を
増

議
議
長
の
齋
藤
元
彦
兵
庫
県
ヽ

知
事
、
瀬
戸
内
再
生
議
員
連

盟
山
本
順
三
会
長
が
順
に
あ

い
さ
つ
。
半
世
紀
に
わ
た
る

瀬
戸
法
の
経
緯
を
交
え
な
が

ら
、
参
加
し
た
高
校
生
や
大

学
生
に
向
け
、
「今
日
を
契

機
に
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
高

め
る
活
動
を
」
（滝
沢
）、「連

携
し
て
美
し
く
豊
か
な
里
海

に
」
（齋
藤
）、
「さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
で
物
事
を
見
極

め
、地
域
を
守
る
原
動
力
に
」

（山
本
）
な
ど
と
激
励
し
た
。

７。
年
代
の
高
度
成
長
期
に

水
質
汚
濁
が
急
速
に
進
ん
だ

瀬
戸
内
海
の
保
全
対
策
推
進

の
た
め
に
７３
年
に
臨
時
措
置

法
が
制
定
さ
れ
、
７８
年
に
は

赤
潮
等
に
よ
る
被
害
に
対
す

る
富
栄
養
化
対
策
な
ど
を
加

え
た
恒
久
法
「瑚
戸
内
海
環

境
保
全
特
別
措
置
法
」
に
改

正
さ
れ
た
。
以
降
、
宮
民
一

体
の
努
力
に
よ
っ
て
水
質
は

改
善
し
た
が
、　
一方
で
生
物

な
構
造
。
前
後
の
人
孔
か
ら

ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
移
動
さ

せ
、
別
途
投
入
し
た
調
査
カ

メ
ラ
の
映
像
を
確
認
も
な
が

ら
位
置
決
め
や
前
処
理
（
穿

孔
作
業
を
行
う宅
軽
量
へ
低

価
格
で
、
高
い
コ
ス
・ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
て

お
つ
、
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ

イ
ン
賞
２
０
１
９
大
賞
の
ほ

か
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も

薯
５
ていれ

こ
れ
に
対
ｋ
眉
つて

寄
と
蓉
展
毒
冠

内
や
業
界
内
の
士
気
が
上
が

る
こ
と
も
あ
る
が
、
何
よ
り

世
の
中
に
、
下
水
道
の
こ
と

や
維
持
管
理
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
か

ら
」
だ
そ
う
で
、
グ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
は
海
外
で
の
認
知

度
も
高
い
こ
と
か
ら
、
世
界

国蠅
聴纏
曜

,コな

企業訪問
(41)

耳ヒ醤重

大 Eコ径 〔こ対応する′くワフアレオょ「 TURBO」

取付管用「 マイ ク ロオー トマチ ック」

脳 程Z世代からの提案を
「未来へのバトンパス瀬戸内未ラ

式典 (第 2部)の 様 子

日
本
で
は
ま
だ
自
動
車
が
珍
し
か
っ
た
１
９
５
０
年
、
石
川
県
小
松
市
に
あ
っ

た
米
軍
駐
屯
地
の
ト
ラ
ッ
ク
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
故
障
に
対
応
す
る
自
動
車
修
理

業
と
し
て
創
業
し
た
北
菱
中
身
近
で
は
な
い
「特
別
な
も
の
を
直
す
」
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
技
術
力
は
（
高
度
成
長
期
に
は
建
設
機
械
な
ど
の
特
殊
車
両
の
分
野
ヘ

と
発
展
、
さ
ら
に
認
年
に
は
顧
客
の
要
望
に
応
え
て
「下
水
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ロ

ボ
ッ
ト
」
を
開
発
・商
品
化
し
（
全
国
販
売
を
開
始
し
た
。
下
水
道
の
維
持
管
理

に
欠
か
せ
な
い
専
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
同
社
を
訪
ね
、
創
業
者
の

孫
で
も
あ
る
谷
回
直
樹
代
表
取
締
役
に
、
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
そ
の
特
徴
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
ゃ

「下
水
道
省
の
中
の
掃
除

や
修
理
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト

が
欲
し
い
」。
建
機
部
品
の

製
造
販
売
を
柱
と
す
る
北
変

が
「下
水
道
」
分
野
に
踏
み

出
し
た
き
っ
か
け
は
、
公
共

事
業
の
高
度
化
に
よ
り
下
水

道
の
維
持
管
理
を
請
け
負
う

こ
と
に
な
っ
た
顧
客
か
ら
の

要
望
だ
った
。
調
査
用
の
カ

メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
異
物
の
除
去
や
穿
孔
な

ど
の
機
能
を
備
え
た
作
業
ロ

ボ
ッ
ト
を
豊
富
に
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は
、「維

持
管
理
業
務
の
省
力
化
」
と

い
う
顧
客
ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応

が
始
ま
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。

本
管
用
の
穿
孔
ロ
ボ
ッ
ト

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
基
本
的

に
は
４
種
類
。突
き
出
し
管
、

ラ
イ
エ
ン
グ
材
、モ
ル
タ
ル
（

温
泉
ガ
リ
〈
石
灰
、
伸
び
た

木
の
根
や
パ
ッ
キ
ン
等
、
各

種
の
異
物
除
去
な
ど
の
前
処

理
と
、
補
修
材
に
対
す
る
穿

孔
作
業
が
行
え
る
。
「Ｄ
Ｒ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
は
、

１
５
０
〜
４
５
０
リミ房
の
小

中
国
径
用
の
自
走
式
カ
メ
ラ

付
き
削
孔
機
だ
。
角
度
セ
ン

サ
ー
と
走
行
距
離
の
デ
ー
タ

を
組
み
合
わ
せ
て
、
更
生
省

内
の
お
お
よ
そ
の
穿
孔
位
置

を
把
握
し
、
作
業
時
間
を
低

減
す
る
。
エ
ア
ー
式
の
た
め

環
境
に
も
優
し
く
、
穿
孔
機

用
に
開
発
さ
れ
た
エ
ア
ー

モ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
強
力
な

切
削
で
細
か
な
作
業
が
行
え

る
。「Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
」
は
、
同

様
の
機
能
を
持
つ
大
国
径

（２
０
０
〜
８
０
０
リミ房
）

対
応
機
種
で
、
最
強
ト
ル
ク

で
パ
ワ
フ
ル
な
作
業
が
可

能
。
小
口
径
用
ロ
ボ
ッ
ト

（ス
ー
パ
ー
ミ
ニ
モ
グ
プ
ラ

ス
）
を
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

し
て
活
用
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
も
で
き
る
。
「Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ

Ｏ
」
・
「Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
の
自
走
式
カ
メ
ラ
付

き
穿
孔
機
は
牽
引
式
の
よ
う

に
モ
ル
タ
ル
や
木
の
根
等
で

走
っ
て
異
物
を
削
る
ロ
ボ
ッ

ト
な
の
で
、
堅
牢
で
汚
れ
や

尼

藷

量

塁

襲

疋
。

機
械
類
は
機
能
を
増
や
す
と

故
障
の
確
率
が
高
く
な
る
も

の
だ
が
、
同
社
で
は
「高
機

能
で
あ
り
な
が
ら
、
故
障
し

に
く
い
」
と
い
う
点
に
最
も

注
力
し
て
製
品
づ
く
り
を

行
っ
て
い
れ

「時
代
の
流
れ
を
先
読
み

し
、
常
に
挑
戦
し
な
が
ら
、

世
の
中
の
た
め
に
な
る
も
の

づ
く
り
を
行
うＲ
と
い
う
の

が
弊
社
の
経
営
方
針
。
何
十

年
と
い
う
長
期
ス
パ
ン
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、信
念
を
も
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
一

族
経
営
の
中
小
企
業
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
良
さ
を
世
界
に
示
し

た
ビ

と
す
る
北
菱
で
噴

新
た
に
航
空
エ
ン
ジ
ン
燃
焼

器
部
品
の
製
造
に
も
蝶
率
し、

２
０
１
９
年
に
市
場
参
入
を

果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
製
品
づ
く
り
を
す
る
一方

で
、
人
手
不
足
や
費
用
削
減

な
ど
問
題
山
積
の
下
水
道
業

羅
Ｕ
て噴
選
日
は

避
け
た
い
」
と
柔
軟
な
姿
勢

で
臨
み
、
良
い
と
分
か
れ
ば

海
外
製
の
製
品
も
積
極
的
に

取
り
雲
記

谷
口
代
表
は
、
翼
界
妨

ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
は
い
け
な

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

先
進
の
技
術
を
取
り
入
れ
、

優
れ
た
製
品
に
独
自
の
ア
イ

デ
ア
を
プ
ラ
ス
す
る
な
ど
し

て
、
無
駄
な
く
『最
適
』
を

提
案
し
た
い
」
と
力
説
。
仕

事
の
効
率
化
を
実
現
す
る
有

能
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
下
水
道
首
更
生
時

代
に
貢
献
し
た
い
と
し
て
い

れ

下
水
道
維
持
管
理
ロボ
ット
の
パ
イ
オ
ニ
ア

前
処
理
か
ら
穿
孔
ま
で
、
管
更
生
の
省
力
化
。工
期
短
縮
に
貢
献

谷口代表

通
線
で
き
な
い
現
場
で
も
異

物
を
除
去
し
な
が
ら
進
む
こ

と
が
可
能
。
外
寸
が
直
径
１

２
０
リミ房
と
小
型
の
「Ｄ
Ｒ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
も
カ
メ
ラ
付
き
の

自
走
式
タ
イ
プ
で
異
物
除
去

に
特
化
し
、
口
径
１
５
０
年

４
０
０
リミ房
に
対
応
す
る
。

「ス
ー
パ
ー
ミ
ニ
モ
ズ
プ
ラ

ス
」
（対
応
管
径
１
５
０
〜
３

０
０
リミ房
）
は
、
カ
メ
ラ
無

し
の
非
自
走
式
と
シ
ン
プ
ル

に
向
け
た
発
信
も
行
い
や
す

く
な
つ
た
＞生け
宅

取
付
管
用
と
し
て
は
「マ

イ
ク
ロ
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
」

（ぜ
ん
動
運
動
型
カ
メ
ラ
付
き

の
高
機
能
タ
イ
プ
）
と
「フ

レ
キ
シ
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
」
を

備
え
る
。
取
付
桝
か
ら
挿
入

し
、
取
付
奮
内
の
異
物
除
去

の
ほ
か
、
本
管
の
外
部
か
ら

更
生
後
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
材
穿

孔
も
行
え
る
。
本
管
用
の
ロ

ボ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
効
率
的
に
工
事
で
き
、

工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
。

「シ
ン
プ
ル
に
使
い
や
す
く

し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
た
入
門

タ
イ
プ
か
ら
高
機
能
な
上
級

モ
デ
ル
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

客
層
に
対
応
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ

て
き
め
細
か
な
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
行
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
シ
ス
テ
ム
は
共
有
化
し

て
い
る
の
で
、
使
い
な
が
ら

機
種
を
加
え
て
グ

レ
ー
ギ
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
も
で
き

る
。
積
み
重
ね
て

き
た
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、

設
計
か
ら
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
で
き
る
の

塞

塞

〓

地
中
に
埋
設
さ

れ
た
下
水
箇
路
を

最優環

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
一部
分

多
様
性
や
生
物
生
産
性
の
減

少
な
ど
の
課
題
が
浮
上
。
そ

こ
で
、２
０
１
５
年
に
は
堅
車

か
な
海
」
と
す
る
基
本
理
念

な
ど
を
規
定
し
、
２．
年
の

改
正
で
は
「気
候
変
動
」
の

観
点
を
基
本
理
念
に
加
え

て
、栄
養
塩
類
害
理
、ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
藻
場
創

出
の
後
押
し
、
海
洋
プ
ラ
歪

み
等
の
発
生
抑
制
対
策
な
ど

も
盛
り
込
ん
で
、
「里
海
」

づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
や

続
い
て
第
１
部
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
最
優
秀
賞
に
は
岡
山

県
の
山
陽
学
園
高
校
、
優
秀

賞
は
兵
庫
県
立
御
影
高
校
、

大
分
県
立
海
洋
科
学
高
校
が

輝
い
た
。

次
に
、
４
つ
の
大
学
生

チ
ー
ム
が
「瀬
戸
内
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
提
言
。
テ
ー
ム

０
と
に
（現
地
取
材
を
行
い
、

議
論
を
重
ね
、
意
見
を
整
理

統
合
す
る
様
子
を
ま
と
め
た

映
像
が
流
れ
、
「瀬
戸
内
プ

ラ
イ
ド
で
行
動
変
容
へ
承
大

阪
府
立
大
。大
阪
公
立
大
）、

「瀬
戸
内
食
文
化
で
海
を
守

る
六
香
川
大
。徳
島
大
Ж
「北

前
ク
ル
ー
ズ
で
瀬
戸
内
一

周
」
（神
戸
大
。関
西
学
院

大
）、
「瀬
戸
内
を
心
が
再
生

す
る
場
所
に
」
（近
畿
大
）

と
題
し
た
提
案
を
順
次
発
表

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
切
り
口
は

異
な
る
も
の
の
、
思
い
は
同

じ
だ
と
し
て
、
全
員
で
「５。

年
後
も
世
界
に
誇
れ
る
瀬
戸

内
に
」
の
パ
ネ
ル
を
高
く
掲

示
し
、
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ

意
思
を
示
し
た
。

最
後
に
、
環
境
省
の
土
居

健
太
郎
水
。大
気
環
境
部
長
、

兵
庫
県
の
菖
範
昭
環
境
部

長
、
広
島
大
学
の
強
田
治
名

誉
教
授
と
、
神
戸
大
、
近
畿

大
の
学
生
、尼
崎
小
日
高
校
、

山
陽
学
園
、
広
島
国
泰
寺
高

校
の
生
徒
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
世
代
を
超
え
て
瀬
戸
内

海
に
対
す
る
思
い
や
提
案
な

ど
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
「

は
田
教
授
は
「日
常
生
活

と
瀬
戸
内
が
広
く
関
連
し
て

い
る
こ
と
を
深
く
理
解
し
（

人
と
海
と
の
関
係
性
を
構
築

し
て
よ
り
良
い
暮
ら
し
が
実

現
す
る
よ
う
、
多
く
の
人
が

つ
な
が
っ
て
、
５。
年
後
も
世

界
に
誇
れ
る
瀬
戸
内
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
ま
と

め
て
締
め
た
。

１０
壽
呻争
戦
第
箋
い別寓

広
く
協
働
し
な
が
ら
課
題
解
決
へ
の
挑
戦
が

続
け
ら
れ
る
。

海洋ごみ問題解決´

嘲 ?璃躙
山用学園蔦等学控


